
令和３年度　第一薬科大学【看護学部】 
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第１回

試験選択科目 化　学 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和３年１月26日（火）	 ◎指示があるまで開いてはいけない。 
10時 00分～12時00分

	1	．		受験票は机の上，左前方に常に提示しておくこと。
	2	．		机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほかは置かないこと。	 	

携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源
を切って，かばんの中にしまうこと。（アラーム等の音がでる設定は
解除）

	3	．		開始の指示にしたがって，直ちに問題用紙および解答用紙を確認する
こと。化学は	1	～	12	ページ，生物は	13	～	25	ページ，数学は	27	～	31	
ページ，国語は	33	～	39	ページである。解答用紙は試験選択科目ごと
に 1枚，合計2枚である。不備な点があれば，手をあげて監督者に知
らせること。

	4	．		はじめに問題用紙の試験選択科目欄の 2 科目を丸でかこみ，受験番
号，氏名を記入すること。解答する科目は必ず受験票と同じものを
選択すること。

	5	．		つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄
をマークすること。（受験地は記入しなくてよい）

	6	．		解答用紙の注意事項にしたがって，指定欄に記入されたことだけが 
採点の対象になる。

	7	．		問題用紙内側の空白部分は，計算などに使用してよい。
	8	．		途中退出は認めない。
	9	．		問題用紙および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。
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とびら裏からスタートする
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問１　原核細胞と植物細胞のどちらにも見られる物質や構造体の名称の組合せとして正

しいものはどれか。

1　細胞壁，細胞膜，ミトコンドリア

2　RNA，細胞膜，葉緑体

3　細胞膜，ミトコンドリア，核

4　DNA，細胞壁，葉緑体

5　RNA，細胞壁，核

6　DNA，細胞壁，細胞膜

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。

－1－

問２，問３　光合成に関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

　　　光合成の過程は，葉緑体のチラコイド膜で起こる反応とストロマで起こる反応
の大きく2つに分けられる。ストロマの部分では，チラコイド膜でつくられた 

（　ア　）とNADPHを用いて，CO2を還元して有機物を合成する反応が起こる。こ
の反応は（　イ　）回路とよばれるが，（　イ　）回路では，取り込まれたCO2

が，まずリブロース1,5-ビスリン酸と結合し，それが2つに分解されて，（　ウ　）
になる。生じた（　ウ　）は（　ア　）とNADPHによって（　エ　）となる。

（　エ　）の一部が有機物の合成に使われ，残りは（　ア　）によって再びリブ
ロース1,5-ビスリン酸へと戻る。

問２　文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ） （エ）

１ O2 クエン酸 ホスホグリセリン酸 グリセルアルデヒドリン酸

2 ATP カルビン・ベンソン ホスホグリセリン酸 グリセルアルデヒドリン酸

3 O2 電子伝達 ホスホグリセリン酸 グリセルアルデヒドリン酸

4 ATP クエン酸 グリセルアルデヒドリン酸 ホスホグリセリン酸

5 O2 カルビン・ベンソン グリセルアルデヒドリン酸 ホスホグリセリン酸

6 ATP 電子伝達 グリセルアルデヒドリン酸 ホスホグリセリン酸

問３　図は葉緑体の構造である。ストロマは，A ～ Fのどれか。

B

A

CDEF

1　A　　　 2　B　　　 3　C　　　 4　D　　　 5　E　　　 6　F
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問２，問３　光合成に関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

　　　光合成の過程は，葉緑体のチラコイド膜で起こる反応とストロマで起こる反応
の大きく2つに分けられる。ストロマの部分では，チラコイド膜でつくられた 

（　ア　）とNADPHを用いて，CO2を還元して有機物を合成する反応が起こる。こ
の反応は（　イ　）回路とよばれるが，（　イ　）回路では，取り込まれたCO2

が，まずリブロース1,5-ビスリン酸と結合し，それが2つに分解されて，（　ウ　）
になる。生じた（　ウ　）は（　ア　）とNADPHによって（　エ　）となる。

（　エ　）の一部が有機物の合成に使われ，残りは（　ア　）によって再びリブ
ロース1,5-ビスリン酸へと戻る。

問２　文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ） （エ）

１ O2 クエン酸 ホスホグリセリン酸 グリセルアルデヒドリン酸

2 ATP カルビン・ベンソン ホスホグリセリン酸 グリセルアルデヒドリン酸

3 O2 電子伝達 ホスホグリセリン酸 グリセルアルデヒドリン酸

4 ATP クエン酸 グリセルアルデヒドリン酸 ホスホグリセリン酸

5 O2 カルビン・ベンソン グリセルアルデヒドリン酸 ホスホグリセリン酸

6 ATP 電子伝達 グリセルアルデヒドリン酸 ホスホグリセリン酸

問３　図は葉緑体の構造である。ストロマは，A ～ Fのどれか。

B

A

CDEF

1　A　　　 2　B　　　 3　C　　　 4　D　　　 5　E　　　 6　F
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問４　酵母は酸素がある条件では呼吸とアルコール発酵の両方の反応を行う。ある酵母

にグルコースを与えて培養したところ，0.96 gの酸素が消費され，2.31 gの二酸化炭

素が発生した。呼吸とアルコール発酵を合わせて消費したグルコースの重量（g）

に最も近いものはどれか。ただし，基質はグルコースのみであり，原子量はC＝12，

H＝1，O＝16とする。

1　0.5 g　　　 2　1.0 g　　　 3　1.5 g　　　

4　2.0 g　　　 5　3.0 g　　　 6　5.0 g

問５　DNAの複製に関する実験の説明のうち，正しい組合せはどれか。

　　　大腸菌の培地成分として通常の塩化アンモニウム14NH4Clに比べて重い15NH4Cl
がある。14NからなるDNAを持つ大腸菌を，15NH4Clを栄養分とする培地で何世代
も培養すると，ほとんど15NからなるDNAに置き換えることが可能である。このほ
とんど15NからなるDNAに置き換えた大腸菌を再び14NH4Clを栄養分とする培地
に戻し，1回，2回，3回分裂した大腸菌それぞれからDNAを調製し，塩化セシウム
溶液の中で遠心分離した。遠心分離により，14Nもしくは15Nのみ，14Nと15Nからな
るDNAを図のA, B, Cの位置に分離することが可能である。

ａ　15NからなるDNAはAの位置に集積する。

ｂ　1回分裂した大腸菌のDNAはある一カ所に集積する。

ｃ　2回分裂した大腸菌のDNAはA：B：C＝1：2：1になる。

ｄ　3回分裂した大腸菌のDNAはA：B：C＝3：1：0になる。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）

A
B
C

－3－

問６　真核生物のmRNAの特徴のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　5’末端にキャップが形成される。

ｂ　3’末端にポリA尾部が形成される。

ｃ　スプライシングがDNA上で起きることもある。

ｄ　スプライシングにより除かれる領域はイントロンのみである。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）

問７　遺伝子工学に関する説明のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　回転対称となっている6塩基の配列を認識して切断する制限酵素は，一般にそ

の回転対称となっている中央でDNAを切断する。

ｂ　同じ制限酵素で切断したDNA断片はDNAリガーゼにより連結することができ

る。

ｃ　大腸菌内で増殖可能なベクターに組込めるのは大腸菌の遺伝子のみである。

ｄ　ヒトのDNAを大腸菌で増やすことは法律で禁止されている。

ｅ　ゲノム編集技術を利用すると，遺伝子組み換えをせずに遺伝子改変が可能であ
る。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ） 

4　（ａ，ｅ） 5　（ｂ，ｃ） 6　（ｂ，ｄ） 

7　（ｂ，ｅ） 8　（ｃ，ｄ） 9　（ｃ，ｅ） 

10　（ｄ，ｅ） 
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問４　酵母は酸素がある条件では呼吸とアルコール発酵の両方の反応を行う。ある酵母

にグルコースを与えて培養したところ，0.96 gの酸素が消費され，2.31 gの二酸化炭

素が発生した。呼吸とアルコール発酵を合わせて消費したグルコースの重量（g）

に最も近いものはどれか。ただし，基質はグルコースのみであり，原子量はC＝12，

H＝1，O＝16とする。

1　0.5 g　　　 2　1.0 g　　　 3　1.5 g　　　

4　2.0 g　　　 5　3.0 g　　　 6　5.0 g

問５　DNAの複製に関する実験の説明のうち，正しい組合せはどれか。

　　　大腸菌の培地成分として通常の塩化アンモニウム14NH4Clに比べて重い15NH4Cl
がある。14NからなるDNAを持つ大腸菌を，15NH4Clを栄養分とする培地で何世代
も培養すると，ほとんど15NからなるDNAに置き換えることが可能である。このほ
とんど15NからなるDNAに置き換えた大腸菌を再び14NH4Clを栄養分とする培地
に戻し，1回，2回，3回分裂した大腸菌それぞれからDNAを調製し，塩化セシウム
溶液の中で遠心分離した。遠心分離により，14Nもしくは15Nのみ，14Nと15Nからな
るDNAを図のA, B, Cの位置に分離することが可能である。

ａ　15NからなるDNAはAの位置に集積する。

ｂ　1回分裂した大腸菌のDNAはある一カ所に集積する。

ｃ　2回分裂した大腸菌のDNAはA：B：C＝1：2：1になる。

ｄ　3回分裂した大腸菌のDNAはA：B：C＝3：1：0になる。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）

A
B
C

－3 －

問６　真核生物のmRNAの特徴のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　5’末端にキャップが形成される。

ｂ　3’末端にポリA尾部が形成される。

ｃ　スプライシングがDNA上で起きることもある。

ｄ　スプライシングにより除かれる領域はイントロンのみである。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）

問７　遺伝子工学に関する説明のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　回転対称となっている6塩基の配列を認識して切断する制限酵素は，一般にそ

の回転対称となっている中央でDNAを切断する。

ｂ　同じ制限酵素で切断したDNA断片はDNAリガーゼにより連結することができ

る。

ｃ　大腸菌内で増殖可能なベクターに組込めるのは大腸菌の遺伝子のみである。

ｄ　ヒトのDNAを大腸菌で増やすことは法律で禁止されている。

ｅ　ゲノム編集技術を利用すると，遺伝子組み換えをせずに遺伝子改変が可能であ
る。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ） 

4　（ａ，ｅ） 5　（ｂ，ｃ） 6　（ｂ，ｄ） 

7　（ｂ，ｅ） 8　（ｃ，ｄ） 9　（ｃ，ｅ） 

10　（ｄ，ｅ） 
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問８　細胞周期とDNA量の変化に関する説明のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　体細胞分裂過程において，母細胞間期のG1期の細胞あたりのDNA量を1とする

とG2期の細胞のDNA量は2である。

ｂ　体細胞分裂過程において，母細胞間期のG1期の細胞あたりのDNA量を1とする

と分裂期の細胞のDNA量は2である。

ｃ　減数分裂過程において，母細胞間期のG1期の細胞あたりのDNA量を1とすると

母細胞間期のG2期の細胞のDNA量は4である。

ｄ　減数分裂過程において，母細胞間期のG1期の細胞あたりのDNA量を1とすると
娘細胞のDNA量は1である。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）

問９　視覚に関する説明である。遠近調整のしくみについて，次の文章中の空欄 

（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　近くのものを見るとき，毛様筋は（　ア　）し，チン小帯は（　イ　）。水晶体
は（　ウ　）なる。

（ア） （イ） （ウ）
１ 収縮 緩む 薄く
2 収縮 緩む 厚く
3 弛緩 緩む 薄く
4 弛緩 緊張する 薄く
5 弛緩 緊張する 厚く

－5－

問10　聴覚に関する記述のうち，誤っているものはどれか。

1　音の高さによって基底膜の振動する位置が異なり，振動数が小さい音（低音）

ほど先端部を振動させる。

2　前庭は，からだの傾き（重力方向）の受容にはたらく。

3　半規管は，からだの回転の受容にはたらく。

4　基底膜の上には，聴細胞とその上のおおい膜などからなる前庭階が存在する。

5　外耳で集められた音は，鼓膜を振動させる。

問11　免疫は，一般的に生体に対して有利に作用するが，免疫反応が敏感に起こって，

生体に対して不利に作用することもある。免疫反応が敏感に起こることによる生体

の反応あるいは病気として誤っているものはどれか。

1　花粉症　　　 2　関節リウマチ　　　 3　日和見感染　　　 4　アレルギー

問12　体液に関する説明である。次の文章中の空欄（　ア　）～（　ウ　）に当てはま

る語句の正しい組合せはどれか。

　　二酸化炭素の多くは（　ア　）に入り，酵素のはたらきによって炭酸（H2CO3）
と な る。 炭 酸（H2CO3） は，（　イ　） と（　ウ　） に な る。（　イ　） は， 

（　ア　）から出て血しょう中に溶け込む。肺では組織と逆の反応が起こり， 
二酸化炭素が生じる。

（ア） （イ） （ウ）
１ 赤血球 炭酸水素イオン（HCO3

－） 水素イオン（H＋）
2 赤血球 水素イオン（H＋） 炭酸水素イオン（HCO3

－）
3 白血球 炭酸水素イオン（HCO3

－） 水素イオン（H＋）
4 白血球 水素イオン（H＋） 炭酸水素イオン（HCO3

－）

－6－－18－



問10　聴覚に関する記述のうち，誤っているものはどれか。

1　音の高さによって基底膜の振動する位置が異なり，振動数が小さい音（低音）

ほど先端部を振動させる。

2　前庭は，からだの傾き（重力方向）の受容にはたらく。

3　半規管は，からだの回転の受容にはたらく。

4　基底膜の上には，聴細胞とその上のおおい膜などからなる前庭階が存在する。

5　外耳で集められた音は，鼓膜を振動させる。

問11　免疫は，一般的に生体に対して有利に作用するが，免疫反応が敏感に起こって，

生体に対して不利に作用することもある。免疫反応が敏感に起こることによる生体

の反応あるいは病気として誤っているものはどれか。

1　花粉症　　　 2　関節リウマチ　　　 3　日和見感染　　　 4　アレルギー

問12　体液に関する説明である。次の文章中の空欄（　ア　）～（　ウ　）に当てはま

る語句の正しい組合せはどれか。

　　二酸化炭素の多くは（　ア　）に入り，酵素のはたらきによって炭酸（H2CO3）
と な る。 炭 酸（H2CO3） は，（　イ　） と（　ウ　） に な る。（　イ　） は， 

（　ア　）から出て血しょう中に溶け込む。肺では組織と逆の反応が起こり， 
二酸化炭素が生じる。

（ア） （イ） （ウ）
１ 赤血球 炭酸水素イオン（HCO3

－） 水素イオン（H＋）
2 赤血球 水素イオン（H＋） 炭酸水素イオン（HCO3

－）
3 白血球 炭酸水素イオン（HCO3

－） 水素イオン（H＋）
4 白血球 水素イオン（H＋） 炭酸水素イオン（HCO3

－）
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問13，問14　図中の（X）に関する以下の設問に答えよ。

視床下部 （甲状腺　　
  刺激ホルモン
  放出ホルモン）

（甲状腺　　
  刺激ホルモン）

脳下垂体
前葉 甲状腺 組織（X)

フィードバック

問13　（X）が生体で過剰になった場合にはたらくフィードバックの種類と，関係する

他のホルモンの血液中の濃度の変化に関して，当てはまる正しい組合せはどれか。

フィードバック
甲状腺刺激ホルモン
放出ホルモン

甲状腺刺激ホルモン

１ 正 上昇 上昇
2 正 上昇 低下
3 正 低下 上昇
4 正 低下 低下
5 負 上昇 上昇
6 負 上昇 低下
7 負 低下 上昇
8 負 低下 低下

問14　（X）のはたらきと分泌異常で起こる病気の正しい組合せはどれか。

はたらき 病気
１ 血液中のCa2＋の増加 テタニー病
2 タンパク質合成促進 末端肥大症
3 血圧の上昇 高血圧症
4 腎臓での水の再吸収促進 尿崩症
5 物質の代謝促進 バセドウ病
6 血液中のCa2＋の増加 クレチン病
7 タンパク質合成促進 低身長症
8 血圧の上昇 動脈硬化症
9 腎臓での水の再吸収促進 アジソン病
10 物質の代謝促進 低血糖症
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問15　図はヒトの大脳の左半球の表面を示している。大脳皮質では，それぞれ特定の領

域が決まった機能を担っている。例えばAの領域は運動野と呼ばれ，運動ニューロ

ンを直接支配し，からだの右半分の筋運動を指令している。皮膚感覚の中枢（感覚

野）と網膜からの視覚情報を処理する中枢（視覚野）の位置として，当てはまる正

しい組合せはどれか。

A

C

E
G

B

D

F

皮膚感覚の中枢
(感覚野)

視覚情報を処理する中枢
（視覚野）

１ B E
2 B F
3 B G
4 C E
5 C F
6 C G
7 D E
8 D F
9 D G

－8－－21－



問16　図は生態系における炭素と窒素の移動を表したもので，実線の矢印と点線の矢印

のうち，一方が炭素の流れを，他方が窒素の流れを示している。図中のa～ iの矢印

の中で呼吸の過程を示す正しい組合せはどれか。

大　気

生産者

遺体・排出物

細菌・菌類無機窒素化合物

化学工場

a b c

d

e f g h i

消費者

1　（ａ，ｂ，ｅ） 2　（ａ，ｆ，ｇ） 3　（ａ，ｇ，ｈ） 

4　（ｂ，ｆ，ｈ） 5　（ｂ，ｇ，ｈ） 6　（ｅ，ｆ，ｈ） 

7　（ｆ，ｈ，ｉ） 8　（ｇ，ｈ，ｉ）
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問17　図のような光学顕微鏡を使って観察する場合，しぼりを絞ると見え方と明るさは

どう変化するか。

接眼レンズ

対物レンズ
クリップ

ピント調節ねじ

鏡筒

倍率切り替え
レボルバー

ステージ

しぼり

反射鏡鏡台

見え方 明るさ
１ 全体が鮮明に見える より明るくなる
2 全体が鮮明に見える より暗くなる
3 中心が鮮明に見える より明るくなる
4 中心が鮮明に見える より暗くなる
5 周辺が鮮明に見える より明るくなる
6 周辺が鮮明に見える より暗くなる
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問18，19　図は温度 20℃ で CO2 濃度 0.04% のとき，ある陽生植物とある陰生植物の 

光－光合成曲線を示す。この図に関する以下の設問に答えよ。

光の強さ

植物A

ⅣⅢⅡⅠ
a b

＋

0

－

植物 BCO2 

吸
収
速
度

問18　図の点a，bに該当するものの組合せとして，正しいものはどれか。

a b
１ 光補償点 光飽和点
2 光飽和点 光合成速度
3 光補償点 呼吸速度
4 光合成速度 光飽和点
5 呼吸速度 見かけの光合成速度

問19　図の光－光合成曲線に関する記述のうち， 正しいものはどれか。

１　植物Ａは陽生植物であり，植物Ｂは陰生植物である。

2　光の強さの範囲Ⅰでは，植物Ａの光合成速度は植物Ｂよりも大きい。

3　光の強さの範囲Ⅱでは，植物Ａは生育できるが， 植物Ｂは生育できない。

4　光の強さの範囲Ⅲでは，植物Ｂの成長速度は植物Ａよりも大きい。

5　光の強さの範囲Ⅳでは，植物Ａと植物Ｂの見かけの光合成速度は等しい。
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問20　次の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる植物ホルモン名の正しい組合せは

どれか。

ａ　いくつかの果実や野菜では，病害虫の拡散や輸送中の損傷を防ぐため未熟な状
態で収穫し，消費地へ輸送中に成熟を促進させる（　ア　）処理が行われる。

ｂ　種子が熟してくると，不適切な条件下で発芽することを防ぐために（　イ　）
が蓄積されて休眠が誘導される。

ｃ　挿し木を行う場合は（　ウ　）が発根促進剤として利用される。
ｄ　受粉しなくても子房発育を促進する（　エ　）は，ブドウやカンキツの種なし果
実の生産に利用される。

ｅ　老化を抑制する（　オ　）は，切り取った葉を緑色に保ち続ける。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ ジベレリン サイトカイニン エチレン オーキシン アブシシン酸
2 ジベレリン アブシシン酸 オーキシン エチレン サイトカイニン
3 エチレン サイトカイニン ジベレリン オーキシン アブシシン酸
4 エチレン アブシシン酸 オーキシン ジベレリン サイトカイニン
5 サイトカイニン ジベレリン エチレン アブシシン酸 オーキシン
6 サイトカイニン ジベレリン オーキシン アブシシン酸 エチレン
7 オーキシン アブシシン酸 ジベレリン エチレン サイトカイニン
8 オーキシン ジベレリン エチレン アブシシン酸 サイトカイニン
9 アブシシン酸 サイトカイニン オーキシン エチレン ジベレリン
10 アブシシン酸 サイトカイニン ジベレリン オーキシン エチレン
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国　語
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	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 日 本 人 は 自 然 保 護 の 思 想 が 貧 困 だ と い わ れ る 。 な ぜ そ う な の か を 少 し 考 え て み た い 。

一 言 に し て い え ば 、 日 本 の 自 然 が 豊 か 過 ぎ る か ら で あ る 。 国 土 面 積 の 森 林 被 覆 率 は 七 十

パ ー セ ン ト 弱 、 こ れ は 森 と 湖 の 国 フ ィ ン ラ ン ド に ⑴ ヒ ッ テ キ す る 世 界 有 数 の 森 林 国 と い

え よ う 。 木 材 の 国 カ ナ ダ と い え ど も 森 林 被 覆 率 は 三 十 三 パ ー セ ン ト 、 ド イ ツ や フ ラ ン ス

で 二 十 七 パ ー セ ン ト だ か ら 、 日 本 は 大 変 な 森 林 国 で あ る 。 （ 　 ａ 　 ） 種 類 も 多 い 。 フ ィ ン

ラ ン ド へ 行 っ て び っ く り す る の は 、 樹 種 が 非 常 に 少 な い こ と だ 。 カ ン パ 類 三 種 と 松 、 ト ウ

ヒ く ら い 知 っ て い る と 、 ど こ の 森 へ 行 っ て も 間 に 合 う 。

　 わ が 国 は 、 世 界 で も 有 数 の 天 災 多 発 国 だ 。 毎 年 台 風 が
⑵ シ ュ ウ ラ イ し て 草 木 を な ぎ 倒

し 、 そ こ こ こ で 洪 水 が 起 こ る 。 地 震 や 火 山 の 噴 火 で 山 は 崩 れ 、 山 火 事 で 全 山 が 燃 え つ き

る こ と も あ る 。 （ 　 ｂ 　 ） 、 し ば ら く す る と ス ス キ や 笹 が 生 え 、 つ い で 低 木 や 松 の 緑 が 破 壊

さ れ た 地 肌 を 覆 っ て し ま う 。 日 本 の 森 は 、 壊 れ て も 焼 か れ て も 復 元 す る 強
き ょ う

靱
じ ん

さ を も っ て

お り 、 世 界 中 で も 最 も	

　 　 　 甲 　 　 　	 と い っ て よ い 。

　 清 い 水 と 豊 か な 緑 に 覆 わ れ た 自 然 の 中 で 育 っ た 日 本 人 は 、
１ そ れ を 保 護 し よ う な ど と

い う 考 え が 生 ま れ よ う も な か っ た 。 ど ん な 災 厄 か ら も 立 ち 直 る	

　 　 ア 　 　	 の よ う な 自 然 、

そ れ は ち っ ぽ け な 人 間 の 力 を は る か に ⑶ チ ョ ウ エ ツ し た 不 動 の 存 在 で 、 人 間 を 守 り こ そ

す れ 、 人 間 に 守 ら れ る も の で は あ り え な か っ た 。

　 大 野 晋 氏 に よ る と 、
２ 大 和 言 葉 に は 、 「 自 然 」 に 該 当 す る 言 葉 は 見 当 た ら な い と い う 。

現 在 わ れ わ れ が 使 っ て い る 自 然 と い う 言 葉 は 、 ネ イ チ ャ ー の 訳 語 で あ る 。 親 鸞 の 末 燈 抄

に 「 自 然 と い ふ は 、 も と よ り し か ら し む る と い う こ と ば な り 」 と あ る よ う に 、 自 ず か ら

然 り 、 （ 　 ｃ 　 ） 、 あ る が ま ま に あ る も の と し て 自 然 は 認 識 さ れ て き た 。 人 々 は 自 然 と の

一 体 感 の 中 で 、
（ 注 ）
四
し じ
時 の う つ ろ い に 身 を ゆ だ ね 、 も の の あ わ れ を 感 じ と り 、 い の ち の は

か な さ に 思 い を い た し た 。

設 問 は 20 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 20 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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　 ヨ ー ロ ッ パ の 森 は 日 本 の そ れ と は 違 い 、
３ 人 為 に 対 し て も ろ く て 弱 い 。 農 耕 ⑷ ボ ク チ

ク が 始 ま っ て 以 来 、 ヨ ー ロ ッ パ の 森 林 は 破 壊 し 続 け ら れ 、 ほ と ん ど な く な っ て し ま っ た 。

自 然 は 人 間 の 対 立 物 と し て と ら え ら れ 、 人 間 に よ っ て 支 配 さ れ る べ き 対 象 で あ っ た 。 自

然 破 壊 の ⑸ キ ョ ク チ に 至 っ た と き 、 自 然 は 管 理 し 保 護 し な け れ ば な ら な い と い う 思 想 が

生 ま れ る 。 プ ロ シ ア で 自 然 保 護 と い う 言 葉 が 誕 生 す る の は 、 わ ず か 二 百 年 前 の こ と で あ

る 。
　
４ 日 本 人 に と っ て 自 然 は 、 人 間 の 対 立 物 で も な く 、 （ 　 ｄ 　 ） 支 配 す る 対 象 で も な

か っ た 。 空 気 や 水 と 同 じ く 、 人 間 を と り ま く ご く あ た り ま え の も の で あ っ た 。 人 間 の 力

で は び く と も し な い 豊 か な 自 然 、 そ れ が こ こ 二 十 年 の 間 に 巨 大 な 破 壊 技 術 の 進 歩 に よ っ

て 急 激 に 壊 さ れ は じ め た の で あ る 。 し か し 、 （ 　 ｅ 　 ） 日 本 人 の 心 の 奥 に は 、 自 然 は 無 限

に 豊 か で 、	

　 　 イ 　 　	 で あ る か の よ う な 印 象 が 根 を 張 っ て い る 。 こ の 状 況 が 続 け ば 、 か つ て

の ヨ ー ロ ッ パ が そ う で あ っ た よ う に 、 否 も っ と 恐 ろ し い 形 で 日 本 の 自 然 が 破 壊 し つ く さ

れ る で あ ろ う 。 そ う な れ ば も は や 取 り 返 し が つ か な く な る 。 ５ 今 の う ち に 自 然 保 護 と 愛

好 の 思 想 を 育 て な け れ ば な ら な い 。

	 （ 河 合 雅 雄 『 子 ど も と 自 然 』 ）

　 （ 注 ） 　 四 時 　 春 夏 秋 冬 の 四 つ の 季 節 の 総 称 。

A 　 文 中 の ⑴ ～ ⑸ の カ タ カ ナ の 次 の 傍 線 部 に あ た る 漢 字 は ど れ が 正 し い か 。 そ れ ぞ れ	

一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １ 　 ⑴	 ヒ ッ テ キ 　 　 　 １ 　 適 　		 　 ２ 　 的 　		 　 ３ 　 滴 　		 　 ４ 　 摘 　		 　 ５ 　 敵

問 ２ 　 ⑵	 シ ュ ウ ラ イ 　 　 １ 　 周 　		 　 ２ 　 襲 　		 　 ３ 　 衆 　		 　 ４ 　 集 　		 　 ５ 　 収

問 ３ 　 ⑶	 チ ョ ウ エ ツ 　 　 １ 　 超 　		 　 ２ 　 調 　		 　 ３ 　 兆 　		 　 ４ 　 徴 　		 　 ５ 　 長

問 ４ 　 ⑷	 ボ ク チ ク 　 　 　 １ 　 築 　		 　 ２ 　 蓄 　		 　 ３ 　 逐 　		 　 ４ 　 畜 　		 　 ５ 　 筑

問 ５ 　 ⑸	 キ ョ ク チ 　 　 　 １ 　 致 　		 　 ２ 　 置 　		 　 ３ 　 地 　		 　 ４ 　 治 　		 　 ５ 　 知
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B 　 文 中 の （ 　 ａ 　 ） ～ （ 　 ｅ 　 ） に 適 切 な 語 を 次 の ① ～ ⑧ の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ

選 び な さ い 。 （ た だ し 、 同 じ も の を 再 度 用 い て は な ら な い 。 ）

問 ６ 　 （ 　 ａ 　 ） 　 　 　 問 ７ 　 （ 　 ｂ 　 ） 　 　 　 問 ８ 　 （ 　 ｃ 　 ）

問 ９ 　 （ 　 ｄ 　 ） 　 　 　 問 1
0

　 （ 　 ｅ 　 ）

　 １ 　 ま だ 　		 　 　 　 ２ 　 し か し 　		 　 ３ 　 た と え ば 　		 　 ４ 　 そ れ に

　 ５ 　 ま し て や 　		 　 ６ 　 つ ま り 　		 　 ７ 　 な ぜ な ら 　		 　 ８ 　 お そ ら く

C 　 文 中 の 空 欄	 　 　 ア 　 　	 ・	 　 　 イ 　 　	 に 最 も 適 切 な 語 を そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 11 　 ア 　 　 １ 　 針 葉 樹 　 　 　 ２ 　 錬 金 術 　 　 　 　 ３ 　 太 陽 　 　 　 　 ４ 　 不 死 鳥

問 12 　 イ 　 　 １ 　 不 落 の 城 　 　 ２ 　 万 里 の 長 城 　 　 ３ 　 氷 河 の 壁 　 　 ４ 　 雨 後 の 虹

問 13 　 文 中 の 空 欄	 　 　 　 甲 　 　 　	 に 適 切 な 表 現 を 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 肥 沃 な 土 壌 の 森 だ 　 　 　 ２ 　 回 復 力 が 強 い 森 だ

３ 　 温 暖 化 に 強 い 森 だ 　 　 　 ４ 　 生 態 系 が 豊 か な 森 だ

問 14 　 文 中 の 傍 線 １ の 理 由 の 説 明 と し て 適 切 な も の を 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 ど ん な 災 厄 か ら も 立 ち 直 る 強 靱 な 自 然 は 、 人 間 に 守 ら れ る も の で は な か っ た	

か ら 。

２ 　 日 本 の 自 然 は 森 林 被 覆 率 が 高 く 世 界 有 数 の 森 林 国 で 、 樹 木 の 種 類 も 多 い か ら 。

３ 　 世 界 で も 天 災 多 発 国 の 日 本 の 森 は 破 壊 さ れ る こ と が 多 く 、 回 復 は 難 し い か ら 。

４ 　 清 い 水 と 豊 か な 緑 に 覆 わ れ た 日 本 で は 、 自 然 に 対 し て 畏 敬 の 念 が 強 か っ た	

か ら 。
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問 15 　 文 中 の 傍 線 ２ の 「 自 然 」 に つ い て 、 正 し く 説 明 し て い る も の を 次 の 中 か ら 一 つ	
選 び な さ い 。

１ 　 現 在 わ れ わ れ が 使 っ て い る 「 自 然 」 と い う 言 葉 を 訳 し て 、 ネ イ チ ャ ー と い う 語

に な っ た 。

２ 　 わ が 国 の 言 葉 に 「 自 然 」 に 当 た る 語 は な く 、 自 然 は あ る が ま ま に あ る も の と し

て 認 識 さ れ て き た 。

３ 　 わ が 国 の 「 自 然 」 に 当 た る 言 葉 を 人 々 は 大 切 に し 、 自 然 と の 一 体 感 の 中 で 四 季

を 感 じ な が ら 生 き て き た 。

４ 　 わ が 国 の 人 々 は 古 来 「 自 然 」 と い う 言 葉 の 中 に も の の あ わ れ を 感 じ と り 、 い の

ち の は か な さ に 思 い を は せ て き た 。

問 16 　 文 中 の 傍 線 ３ に つ い て 、 本 文 の 意 味 に 最 も 近 い も の は ど れ か 。 適 切 な も の を	

次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 人 道 　 　 　

２ 　 人 権 　 　 　

３ 　 人 工 　 　 　

４ 　 人 情

問 17 　 文 中 の 傍 線 ４ に つ い て 、 日 本 人 に と っ て の 自 然 は ど の よ う な も の と 述 べ て い る

か 。 適 切 な も の を 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 人 間 に 対 し て も ろ く て 弱 い も の

２ 　 人 間 の 対 立 物 と し て と ら え ら れ て い る も の

３ 　 人 間 に よ っ て 支 配 さ れ る べ き も の

４ 　 人 間 を と り ま く ご く あ た り ま え の も の
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問 18 　 文 中 の 傍 線 ５ の 日 本 の 自 然 保 護 と 愛 好 の 思 想 に つ い て 、 本 文 の 内 容 と 合 致 す る	
も の は ど れ か 。 適 切 な も の を 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 日 本 人 は 心 の 奥 で 、 自 然 は 無 限 に 豊 か で 破 壊 し て も 復 元 で き る と 思 っ て い る の

で 、 早 急 に 自 然 保 護 と 愛 好 の 思 想 を 育 て る 必 要 が あ る 。

２ 　 日 本 人 は こ れ ま で 、 自 然 を 対 立 物 と し て と ら え た り 支 配 し た り す る こ と が な

か っ た の で 、 自 然 保 護 と 愛 好 の 思 想 は 特 に 必 要 な い と 考 え て い る 。

３ 　 日 本 人 は 急 激 な 自 然 破 壊 の 現 状 を よ く 把 握 し 危 惧 し て い る の で 、 自 然 保 護 と 愛

好 の 思 想 の 必 要 性 を 十 分 認 識 し て い る 。

４ 　 日 本 人 は 自 然 と の 一 体 感 の 中 で 暮 ら し て き た の で 、 ヨ ー ロ ッ パ の よ う な 自 然 破

壊 に な ら な い よ う に 自 然 保 護 と 愛 好 の 思 想 を 、 今 後 も 育 て 続 け て い く 必 要 が あ る 。

	 二		

問 19 　 次 の Ａ 群 の 諺 の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を Ｂ 群 か ら 選 び 、 そ の 組 み 合 わ せ の	

正 し い も の を 後 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

　 　	 ［ Ａ 群 ］ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　	 ［ Ｂ 群 ］

　 ⑴	 爪 に 火 を と も す 　 　 　 　 　 　 　

　 ⑵	 木 で 鼻 を く く る 　 　 　 　 　 　

　 ⑶	 雀 百 ま で 踊 り 忘 れ ず 　 　 　 　 　

　 ⑷	 虫 の 知 ら せ 　 　 　

　 ⑸	 瓢
ひ よ う

箪
た ん

か ら 駒 が 出 る 　

１ 　 ⑴ … ウ 　 　 ⑵ … ア 　 　 ⑶ … キ 　 　 ⑷ … コ 　 　 ⑸ … ケ

２ 　 ⑴ … オ 　 　 ⑵ … シ 　 　 ⑶ … ク 　 　 ⑷ … カ 　 　 ⑸ … ウ

３ 　 ⑴ … イ 　 　 ⑵ … エ 　 　 ⑶ … キ 　 　 ⑷ … サ 　 　 ⑸ … シ

４ 　 ⑴ … ウ 　 　 ⑵ … ア 　 　 ⑶ … オ 　 　 ⑷ … サ 　 　 ⑸ … ケ

５ 　 ⑴ … オ 　 　 ⑵ … エ 　 　 ⑶ … ク 　 　 ⑷ … コ 　 　 ⑸ … シ

ア 　 無 愛 想 　 　 イ 　 忍 耐 　 　 ウ 　 倹 約 　 　 エ 　 高 慢

オ 　 努 力 　 　 　 カ 　 謙 虚 　 　 キ 　 習 慣 　 　 ク 　 陽 気

ケ 　 意 外 　 　 　 コ 　 予 感 　 　 サ 　 空 腹 　 　 シ 　 出 世
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	 三		
問 20 　 次 の	 　 　 　 　 　	 に は 「 書 く 」 か 「 話 す 」 と い う 言 葉 が 入 る が 、 「 書 く 」 と い う 言 葉

は 合 計 し て 何 回 入 る か 、 後 か ら 正 し い も の を 一 つ 選 び な さ い 。

　 「	　 　 　 　 　	 」 こ と に 多 少 と も 意 識 的 な 人 は 、 周 到 な 配 慮 の 網 を 張 り め ぐ ら す 。 こ の 配 慮

は 生 身 の 相 手 が そ こ に い て 、 た え ず 互 い の 反 応 を 感 覚 的 に 受 け 取 り 合 い な が ら 話 す 場 合

の 配 慮 と は ち が う 。 と い う の も 、 「	
　 　 　 　 　	 」 こ と に お い て は 、 自 分 の 観 念 に つ い て の あ

る 種 の 「 修 正 の 効 か な さ 」 を 覚 悟 し な く て は な ら な い か ら で あ る 。 そ れ は 、 書 い た も の

は 証 拠 と し て 残 る か ら と い う よ り も 、 「	
　 　 　 　 　	 」 行 為 が 自 分 だ け で 練 り 上 げ ら れ た

「 真 実 物 語 」 の 一 方 的 、 確 定 的 な 投 げ か け で あ る と い う 理 由 に よ っ て い る 。 手 紙 を 「 書

く 」 行 為 に は 、 会 話 を 交 わ す 場 合 の よ う に 、 表 現 す る 側 の 心 が 相 手 の そ の つ ど の 反 応 に

拘 束 さ れ 、 そ れ に 条 件 づ け ら れ て 次 の 表 現 が 作 ら れ て ゆ く と い う こ と が な い 。

　 相 手 に 向 か っ て 「	　 　 　 　 　	 」 こ と は 、 相 手 に つ い て の 「 妄 想 」 の 体 系 を 作 り 上 げ る こ

と だ と い う 極 端 な 言 い 方 を 私 は あ え て し た が 、 そ の 「 妄 想 」 は 、 時 間 を か け て 作 り 上 げ

る も の で あ る た め に 、 場 合 に よ っ て は 直 接 に 「	

　 　 　 　 　	 」 こ と よ り も 理 性 的 な 原 理 が は

た ら き や す い 。

	 （ 小 浜 逸 郎 『 こ れ か ら の 幸 福 論 』 ）

１ 　 二 回 　 　 　

２ 　 三 回

３ 　 四 回

４ 　 五 回
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